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黄金町3丁 目2番地 6

0898-25-7575
`10】

主たる事務所のFAX番 号 t(11)従 た0898-25-7589

の住所

平成 8年 1月 22日

(3-1)評議員の氏名 (3‐ 3)評議員の任期
(3‐ 5)他の社会福祉法人の評

(3-2)評議員の職業
・職員との兼務オ犬況

1

日藤 明 1

1

1

1

1

近服 イ風兄 1

(3‐ 5)理事選任の評議

員会議決年月日
(3-6)理 事の1虚葉(3・2)理事の役賤(注 ) 障ぎ

事長へ噛 (3-4)理 事の

常動・〕F常動

(子9)理事要件の区分別該当状況 11)理事報酬等の支給形態
事魏 等特

殊関係fある る理事会への

吉野 俊昭

(3-1)理事の氏名

(3‐3)理事の任期

仁志川 由香里

令和 5年6月 22日

令和 5年6月 22日

R5

中
令和 5年6月 22日

R56

檜垣 伸人

)である.

4

(3‐ 1)監事の氏名

(3-2)①監事の職糞 (3‐ 2)②監亭の所轄庁からの再就職状況 (3‐ 」,離手軽世つBI議

風会機決年月日

(3‐ 4)監事の任期 (3‐ 5)離事要体の区分別該当状況

(3‐ 7)副套冒1年巌〔お

ける理事会への出席回

佐々木 真孝 R7年度定
'寺

評議員会まで

近藤 敏也
i兄理 士 令不日5年 6月 22日

Rう 6221～ 2

(2‐ 1)当該会計年度の会計監査人の氏名 (監査法人の場合は監査法人名) 1縛(1-1)前会計年度の会計監査人の氏名 (磯蛮法人の婦合t恵驚査法人名 )

|

rlヽ 送人太部 H静 良の人数

rク hヽ転置9・ 奪 連 所朧 目の人数

7

(2)評機員会ごと0)― 。理事・監

事・会計監査人別の出席者数 (3)評 E盛員会乱 の決議事項(1)評議員会ごとの評議

員会開催年月日

ドア薫 撃 報 仝 前 イWコⅢ寺 尊 首 rttWrni P/佑 営口子甲董 .臣卜菫 ハ 理 イ千rnヽ 7
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1

(1)理 事会どとの理事会

開催年月日

(2)理 夢会ごとの理事・監事

別の出席看数 (3)理 事会ごとの決言繊事項

令和 5年5月 19日 6 2
(決議省略理事会)令和4年度第2次補正予算 (案 )について、令和4年度事業報告並びに収支決算報告書 (案 )について、任期満了に伴う次期役員候補者並び(cP南 欠理

事4黙南者選任について、越智節也評議員退任に伴う後任候補者選任について、定時評議委員会の開催日並びに提出議題について

令和5年6月 22日 6 2 任期満了に伴う理事長の選任につして

令和6年3月 25日 6 2
(決読省略理事会)令和 5年度資金収支補正予算(案 )について、令和 6年度事業計画(案)並びに予算 (案 )につして 、給与規程の一部変更(案 )について、育児 介護休業

規程の一言[変 更 (案 )1こついて

(1)監 事監査を実施した監事の氏名 l在 々木 稟孝

良好 特に無し(2)監 査報告により求められた改善すべき事項

(3)監 雷報告により求められた改善すべき

事項に対する対応

艮夕子 1吾に無 し

(1)会計監査人による会計監査報告における意見の区分

11

①‐1拠点

区分コード

分類

⑤‐2拠点

区分名称

(1｀
‐3事莱 類 型 コー

ト令 箱
①…4実力t事業名称 ②事業所の名称

③事業所の所在地

ア 建風豊費 (ア)建設年月日 (イ )自己資金額 (円 ) (ウ)補助金額 (円 )

土地の保萄 `フ

l事 業所単
月 )

(■)僣入金額 (円 ) (,|)建 89買合計額 (円 ) 斑ニペ床面積

イ 大規模修繕
(ア)-1修 纏年月日

rl画 自】

(ア)-2修 纏年月日

r,同 Fヨ 】
(ア,-3修語年月日

r■ 圃園】
くア)-4, 子́霜平月日

r4回日ヽ

〔ア)-5修孫高年月日

`ヽ

F口1日 】
(イ)修繕愛合計額 (円 )

010 特養
市 1日 60

681′ 681′ 000 400′ 000′ 000 1′ 143′ 681′

平成 13年 7月 10日 平成 18年 11月 20日

010 特養

考 人短別 人 ,テ学粟 (短

愛暖県   F 4 458
0

010 特養

老人テイサーヒスセンター (遇例町1顧 , 掲 定連 Pオすr護事乗 P舟ァイサー

3,775

0

010 特養

本部経理区分 本 副

ア建32貿 0

020 軽贅

軽買老人ホーム ケ刀 ワヽス吹場

愛媛県   I今 , ,百F

ア建設置

①‐1拠蕉

区分ヨート

分類

①‐2拠点

区分名称

11-3手巣 期 聖 」―

ド劣 類
O-4実施事業名称 ②事業所の名称

③事業所の所在地

141手 崇 P万の

土 地 の保 有

1丈 ),P 種謎
③事剰訴単位での事業開

始年月日

②事業所単

位での定員
月 )

ア 建ょ留資 (ア)建】豊年月日 (イ)自己資金額 (用 ) (ウ )補助金額 (円 ) (工)億入金額 (円 ) (芽)建設費合計霰 (円 ) ウ 延へ床面積

イ 大去腹 l鬱繕
(メ,一 二鬱禰牛月日
(1回 自う

(/,一 Z修静吾年月日

(2回目 )

(ア)-3修 繕年月日 (ア)-4修 籍年月日

r4画日Ⅲ

(ア)-5修種年月日

rヽ 同国】
(イ)修繕費合計額 (円 )

②事業所の名称
(ll-3季 栗 ヂ貝よ'コ

ー

ド分類
①‐4実施事業名称

麗

認

降
青旨

単位での事軸

籐
訳

厨 l襲 詩

③事業所の所在地 土地の保有

】犬)兄
ll i拠点

区分コート
①‐2拠点

区分名称



別紙 1
現況報告書 (令和6年4月 1日現在)

イ 大規模↑多繕
(ア)-1修 繕年月日 (ア)-2や彦編年月日 (ア)-3惨繕年月日 (ア)-44ラキ雷年月日 (ア)-5修纏年月日

`氏

闘日Ⅲ
(イ )修繕翼合計額 (円 )

11‐ 2.

②取組の名称 ③取組の実ナ,t場所(区域)

O取組類型コード分類
④取組内容

配食サービス事業 1日 今治市地域

て、安否確認を含む配倉サービスを行なつている。

(1)社会福祉充実残額等の総召買 (円 )

(3)社会福祉充実残額の前年度の投資実績額

①社会福祉事業又は公益事業 (社会福祉事業lt類する小ナ見模事業)(円 )

②地域′ム`益事業 (円 )

③公益事業 (円 )

③合計額 (① +② +③)(円 )

(4)社会福祉充実計画の実施メ』間

C

④事業内容 (記述) ち社会福祉充実残願財源

(円 )

⑥⑤のうち今会計年度

以陸の合計 (岡 )

⑤の合計 (円 )

I⑥の合計 (円 )

0

13 ぺ況

(1)積 極的な情報公表への取組

③任意事項の公表の有無

②事業報告
イつ財産目録
ウl事 業計画書

Э第二者評価結果

O苦悟処理結果

④監事監査結果

O附属明細書

(2)前会計年度の報酬・補助金等の′ム`買の状況

O夢業運営に係る公費 (円 )

②施設・設備に係る公費 (円 )

③国庫補助金書特別積立金取崩累計額 (円 )

14

②実施者の氏名 (法人の場合は法人名 )

③業務内容

④費用 [年額](円 )

(2)法人所轄庁からの報告徴収

①所中冒庁から求められた改善事I買

1法 人運営

(1)I里事 の圏 工について

別子RI表式にて確 :忍してまいります。

2管理

(1)経理規程 1こついて

今回のど指摘を受け、経I里規程において、統括会計責任者に関する記述が残つている個所など、

1活 人違冨

(1)理事の選任について

理事の選任にあたっては、各理事について特殊関係者が上限を超えて含まれていないか確認する

必要があるが、選任手続きにδける関係書類、議事生■
‐
考で確認できなかつた。◆後は、歯約書を

術 夕未関係 者の有熙 を記軌する1間を設けるなと|(芭止な手続 きにより選任 すること。

(1)イ三I里規程について

縫よ望規程 において、法 人か硫 箔 会 言1東仕 者を設 直 しない場 合に、改止すべき第 8条の

見 出しに誤 りかこうるほか、第 25条 、弟 36条 、弟 う4条に不米 肖J陳耳へき続 猫套 言t

責任者の記述が残っているなどの不備が見受けられるので、経埋規程の内容を確認のうえ

必要な改正を行うこと。

(2,契桐事】
'i手

続きについて

もなく単あ宝随意契約で実施している。また、契約詈を作成すべき金召民であるにもかかわらす、至妥約書を

作 成 せす謂 書となつている。さらに、指 名競 争 入オしや随意契 約を実施 する県に、根 ll lと なる理 由が

黒 議 吾 にH月 記さイlていないなとの4ヽ備 が見 受けらイlる。

なるなど、有不Uな 点も多いことから、契約についても透明性や公正 'l生の確保が必要とされている。

今 後 は、会 言1基フ

「
や経理 規 程 等を違 守し、通 正 な契約 事務を行 うとともに、法 人連 宮の

公 半に '透明性 のれE保に留 意「アること。

②実古色した改善内容
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文言について削除:嚇 直近め理事会にて議案を提出し、承認を得る予定です。

~~今
後は、会計基準や経理婦程等を違守し、通正な契約夢務を行うとともに、根拠となる

理由等が確認できるよう、法人運営の公平性 ,透明性の確保に留意することと致します


